
☆
一
月
号
は
お
休
み
で
し
た

が
、
年
末
か
ら
年
始
に
か
け

情
勢
は
ま
す
ま
す
激
動
。
真

正
面
か
ら
困
難
に
立
ち
向
か
っ

て
い
る
闘
い
と
共
に
、
私
た

ち
も
前
へ
！

■
連
日
連
夜

マ
ス
コ
ミ
を

に
ぎ
わ
す
橋

下
と
維
新
の

暴
走
。
公
務

員
労
組
バ
ッ
シ
ン
グ
、

団
結
権
と
生
活
権
、
人

権
破
壊
の
オ
ン
パ
レ
ー

ド
。
競
争
・
分
断
、
密

告
の
奨
励
。
弱
者
は
切

捨
て
、
金
持
ち
・
財
界

は
優
遇
。
規
制
緩
和
と

民
営
化
、
血
税
投
入
で

財
界
の
利
潤
追
求
を
尻

押
し
。
同
時
に
若
者
の
人
気

取
り
的
政
策
も
ち
り
ば
め
る
。

分
断
の
意
図
を
も
っ
て
。
そ

し
て
国
政
進
出
の
野
望
を
満

展
開
。
■
歯
軋
り
す
る
思
い

で
お
膝
元
の
市
労
連
の
仲
間

た
ち
を
心
配
し
激
励
す
る
日
々
。

公
務
員
も
労
働
者
、
不
当
な

法
的
制
約
が
存
在
す
る
と
い

え
ど
も
憲
法
二
八
条
団
結
権

が
保
障
さ
れ
た
労
働
者
。
ま

し
て
や
基
本
的
人
権
、
生
存

権
が
あ
る
の
だ
！
橋
下
は
全

て
を
否
定
。
ま
や
か
し
の

「
民
意
」
を
盾
に
、
法
も
超

え
て
、
こ
の
価
値
観
、
考
え

方
を
浸
透
さ
せ
条
例
を
も
っ

て
社
会
の
規
範
に
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
■
「
官
の
労
働

者
ガ
ン
バ
レ
！
」
で
は
す
ま

な
い
。
民
間
の
労
働
者
と
九

九
％
の
住
民
に
銃
口
は
む
け

ら
れ
て
い
る
。
二
月
、
二
条

例
阻
止
は
正
念
場
。

教教教教
育育育育
基基基基
本本本本
条条条条
例例例例
とととと
めめめめ
よよよよ
うううう
！！！！

私
た
ち
の
子
や
孫
の
「
教

育
目
的
」
を
橋
下
や
松
井
が

決
め
る
と
い
う
。
教
育
委
員

会
―
校
長
―
教
員
は
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
式
に
ロ
ボ
ッ
ト
に
な

れ
、
抵
抗
す
れ
ば
打
首
だ
と
。

目
的
は
国
際
競
争
に
勝
つ
＝

資
本
の
営
利
追
求
の
為
の
人

材
製
造
と
。
子
ど
も
は
教
育

の
主
人
公
で
は
な
く
国
家
・

資
本
の
利
潤
追
求
の
為
の
材

料
な
の
だ
。
人
の
痛
み
や
喜

び
を
感
じ
る
心
、
助
け
合
い

支
え
あ
い
繋
が
る
こ
と
、
大

震
災
で
人
々
が
感
動
し
呼
び

覚
ま
さ
れ
た
人
間
本
来
の
心

と
あ
り
方
。
橋
下
と
維
新
は

こ
れ
を
ぶ
っ
壊
す
。
日
常
不

断
の
競
争
と
見
せ
し
め
で
ゴ

マ
す
り
人
間
と
奴
隷
根
性
を

再
生
産
し
、
ひ
と
握
り
の
非

人
間
的
な
エ
リ
ー
ト
と
、
ど

ん
底
で
あ
え
ぐ
九
九
％
の
人
々

を
作
る
。
こ
ん
な
学
校
、
こ

ん
な
社
会
に
子
ど
も
達
を
送

り
出
せ
と
？
橋
下
・
松
井
・

維
新
に
子
ど
も
を
取
ら
れ
て

た
ま
る
か
！
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前前前前へへへへ！！！！
たたたたたたたたかかかかいいいいはははは
進進進進むむむむ

橋
下
と

維
新
に

負
け
る

な
！
許

す
な
！



職職職職
員員員員
基基基基
本本本本
条条条条
例例例例
とととと
めめめめ
よよよよ
うううう
！！！！

松
井
知
事
は
相
対
評
価
を

ゆ
ず
ら
ず
。
必
ず
最
低
評
価

Ｄ
に
な
る
職
員
を
五
％
つ
く

り
だ
す
条
例
案
に
固
執
。
二

年
連
続
Ｄ
な
ら
首
と
。
こ
れ

で
「
民
間
の
納
得
」
得
る
っ

て
？
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
。
こ

れ
は
《
首
》
そ
の
も
の
を
目

的
に
し
て
い
る
。
《
首
》
は

労
働
者
へ
の
社
会
的
死
刑
。

そ
れ
自
体
を
目
的
に
す
る
制

度
を
「
人
事
評
価
」
の
名
に

お
い
て
正
当
化
し
条
例
と
す

る
な
ど
許
さ
れ
な
い
。
使
用

者
の
責
任
・
義
務
も
、
労
働

者
の
権
利
・
生
活
保
障
も
全

て
消
滅
さ
せ
た
制
度
。
こ
ん

な
前
近
代
的
労
使
関
係
と
労

働
者
の
処
遇
が
、
憲
法
と
現

行
労
働
法
制
を
や
す
や
す
と

飛
び
越
え
て
「
法
」
に
さ
れ

る
？
！
阻
止
の
た
め
に
闘
う

労
働
組
合
が
先
頭
に
た
と
う
！

行
動
し
よ
う
！

◆
教教教教
育育育育
基基基基
本本本本
条条条条
例例例例
にににに

反反反反
対対対対
すすすす
るるるる
集集集集
会会会会
とととと
デデデデ
モモモモ
◆

二
月
十
二
日
（
日
）

十
三
時
半
エ
ル
大
阪

十
五
時
～
デ
モ

→
大大大大
阪阪阪阪
市市市市
庁庁庁庁
包包包包
囲囲囲囲
行行行行
動動動動

■
昨
年
、
野
田

政
権
が
辺
野
古

新
基
地
建
設
強

行
の
た
め
の
環

境
影
響
評
価
（
ア
セ
ス
メ
ン

ト
）
の
評
価
書
を
年
内
に
沖

縄
県
に
提
出
し
よ
う
と
目
論

ん
で
き
た
中
、
十
一
月
、
沖

縄
防
衛
局
長
が
「
犯
す
前
に

犯
す
と
言
う
か
」
と
、
沖
縄

差
別
、
女
性
差
別
む
き
出
し

の
暴
言
を
吐
い
た
。
県
内
外

で
怒
り
沸
騰
、
局
長
は
更
迭

さ
れ
た
が
…
…
■
ア
セ
ス
メ

ン
ト
評
価
書
の
年
内
提
出
阻

止
の
た
め
市
民
は
連
日
県
庁

を
包
囲
、
運
送
業
者
の
荷
物

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
搬
入
を
阻

止
。
沖
縄
防
衛
局
は
追
い
つ

め
ら
れ
、
卑
劣
に
も
十
二
月

二
八
日
未
明
、
職
員
が
県
庁

の
守
衛
室
に
持
ち
込
み
置
き

去
り
に
。
「
年
内
提
出
」
の

ア
リ
バ
イ
。
■
一
月
二
十
一

日
、
沖
縄
の
市
民
団
体
「
ア

メ
リ
カ
へ
米
軍
基
地
に
苦
し

む
沖
縄
の
声
を
届
け
る
会
」

が
山
内
徳
信
議
員
を
団
長
に

米
国
へ
と
発
ち
、
米
政
府
当

局
、
上
下
院
議
員
ら
と
会
談
、

普
天
間
基
地
の
県
内
移
設
反

対
を
訴
え
、
二
六
日
記
者
会

見
を
行
っ
た
。
■
「
沖
縄
・

第
三
期
意
見
広
告
運
動
」
は

こ
の
訪
米
団
に
連
帯
し
て
ワ

シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
紙
（
ウ
ェ

ブ
版
）
に
緊
急
意
見
広
告
を

掲
載
。
五
月
に
は
国
内
紙
へ

の
掲
載
を
予
定
。
全
部
含
め

て
賛
同
カ
ン
パ
が
呼
び
か
け

ら
れ
て
い
る
。
昨
年
同
様
、

組
合
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
。
■
一
月
三
十

一
日
、
沖
縄
県
の
環
境
影
響

評
価
審
査
会
は
「
辺
野
古
基

地
建
設
は
環
境
保
全
上
、
問

題
あ
り
」
と
の
答
申
案
骨
格

を
ま
と
め
た
。
■
高
江
で
は

ヘ
リ
パ
ッ
ト
建
設
工
事
再
開

を
狙
う
沖
縄
防
衛
局
と
阻
止

す
る
住
民
の
緊
張
し
た
攻
防
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沖
縄
基

地
反
対

の
闘
い



が
日
々
展
開
。
ご
注
目
と
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
。

■
原
発
の
是

非
を
問
う
住

民
条
例
制
定

を
求
め
る
署
名
運
動
。
年
末

あ
わ
た
だ
し
い
中
、
組
合
員

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
沢
山

の
署
名
を
届
け
た
。
当
初
、

危
ぶ
ま
れ
た
数
も
規
定
数
を

は
る
か
に
越
え
た
。
橋
下
は

金
が
か
か
る
と
無
視
の
そ
ぶ

り
。
脱
原
発
の
ウ
ソ
が
透
け

て
見
え
る
。
■
政
府
は
十
二

月
十
六
日
「
原
発
事
故
収
束
」

宣
言
。
涼
し
い
顔
で
着
々
と

輸
出
も
推
進
。
収
束
の
見
込

み
は
な
く
被
害
は
拡
大
の
一

途
な
の
に
ト
ン
で
も
な
い
！

一
月
末
、
稼
動
中
の
原
発
は

三
基
に
。
一
月
三
十
一
日
に

は
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
が
「
ス
ト
レ
ス

テ
ス
ト
の
手
法
は
妥
当
」
と

の
報
告
書
。
こ
の
尻
押
し
で

関
西
電
力
大
飯
原
発
三
号
四

号
機
再
稼
動
で
突
破
口
を
開

こ
う
と
し
て
い
る
。
再
稼
動

許
す
な
―
原
発
全
て
を
廃
炉

へ
。
■
昨
年
九
月
十
一
日
か

ら
霞
ヶ
関
の
経
済
産
業
省
敷

地
内
に
張
ら
れ
た
テ
ン
ト
は

三
つ
。
「
経
産
省
前
テ
ン
ト

ひ
ろ
ば
」
と
呼
ば
れ
宅
急
便

も
届
く
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か

ら
全
米
、
世
界
に
広
が
っ
た

占
拠
運
動
の
さ
な
が
ら
日
本

版
。
◇
再
稼
動
ゆ
る
さ
な
い
、

福
島
の
子
ど
も
た
ち
を
放
射

能
か
ら
守
れ
、
被
災
者
・
避

難
者
に
補
償
を
等
、
具
体
的

要
求
を
突
き
つ
け
、
学
習
会

や
イ
ベ
ン
ト
や
全
国
交
流
の

場
に
な
っ
て
い
る
。
◇
十
二

月
一
日
か
ら
は
「
原
発
い
ら

な
い
全
国
の
お
ん
な
た
ち
」

の
「
と
つ
き
と
う
か
」
（
言

う
ま
で
も
な
く
女
が
子
を
孕

む
期
間
）
の
座
り
込
み
も
展

開
中
。
こ
れ
が
何
を
産
み
落

と
す
の
か
。
◇
こ
の
間
、
当

局
が
排
除
策
動
。
一
月
二
七

日
午
後
五
時
ま
で
に
撤
去
せ

よ
と
。
多
く
の
人
々
が
結
集

し
跳
ね
返
す
。
◇
運
営
の
た

め
の
カ
ン
パ
や
座
り
込
み
が

呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
。
支

援
・
共
闘
を
！

■
一
月
二

五
日
、
エ

ル
大
阪
に

て
「
東
日

本
大
震
災
・

東
北
朝
鮮

学
校
の
記

録
」
上
映
と
講
演
の
夕
べ
。

◇
三
月
十
五
日
～
二
〇
日
、

韓
国
コ
マ
プ
レ
ス
の
記
者
朴

思
柔
さ
ん
は
仙
台
に
入
り
大

被
害
を
受
け
た
東
北
ハ
ッ
キ
ョ

を
取
材
。
こ
の
映
像
は
山
形

国
際
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
際
で
も
上
映
、
反
響
を
呼

ん
だ
。
「
大
地
は
揺
れ
て
も

笑
顔
で
い
こ
う
」
こ
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
通
り
生
き
抜
く
姿
。
全

国
の
同
胞
か
ら
の
食
料
や
支

援
物
資
を
悪
路
の
中
、
周
り
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脱
原
発

反
原
発

朝
鮮
高
級

学
校
無
償

化
を
！

府
は
今
ま

で
通
り
の

助
成
金
を

打
ち
切
る

な



の
避
難
所
や
日
本
人
被
災
者

に
配
っ
て
回
る
先
生
と
生
徒

た
ち
。
自
分
た
ち
は
二
食
し

か
食
べ
ず
に
…
。
民
族
と
差

別
の
壁
を
こ
え
て
差
し
の
べ

ら
れ
た
援
助
に
人
間
味
溢
れ

る
交
流
と
共
生
の
姿
が
淡
々

と
映
し
出
さ
れ
る
。
◇
学
校

は
今
、
更
地
に
。
し
か
し
宮

城
県
は
建
設
資
金
援
助
を
拒

否
、
今
ま
で
の
助
成
金
さ
え

打
切
っ
て
き
た
。
理
由
は

「
県
民
感
情
」
と
。
◇
朴
さ

ん
も
唸
る
同
胞
の
心
の
豊
か

さ
、
対
照
を
な
す
日
本
の
政

治
の
醜
さ
非
情
さ
。
こ
の
不

条
理
を
突
き
出
し
て
映
画
は

終
わ
る
。
◇
上
映
後
、
朴
思

柔
さ
ん
が
制
作
に
至
る
経
過

や
裏
話
、
驚
き
、
感
動
を
話

さ
れ
た
。
ご
希
望
あ
れ
ば
Ｄ

Ｖ
Ｄ
貸
し
ま
す
。

■
「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と

夢
を
奪
わ
な
い
で
！
」
政
府

は
一
日
も
早
い
「
無
償
化
」

適
用
を
！
大
阪
府
助
成
金
の

今
ま
で
ど
お
り
の
交
付
を
！

朝
鮮
高
級
学
校
無
償
化
を

求
め
る
連
絡
会
・
大
阪
結

成
集
会

三三三三
月月月月
一一一一
日日日日
（（（（
木木木木
））））
六六六六
時時時時
半半半半

阿阿阿阿
倍倍倍倍
野野野野
区区区区
民民民民
セセセセ
ンンンン
タタタタ
ーーーー

朝
鮮
高
級
学
校
が
高
校
無

償
化
か
ら
除
外
さ
れ
た
ま
ま

早
二
年
。

府
議
会
は
昨
年
十
二
月
、

長
年
出
し
て
き
た
補
助
金
も

十
分
の
一
に
カ
ッ
ト
。
差
別

を
止
め
さ
せ
子
ど
も
達
に
信

頼
と
希
望
を
！
賛
同
と
ご
結

集
を
よ
ろ
し
く
！
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